
デイケアニュース
 尊厳をもってその人らしく生きていく社会を目指して

vol.11

一般社団法人 全国デイ・ケア協会

●  message ： 近藤 国嗣 JADC 会長

●  information： 新たな研修会のカタチとスケジュール

●  condolences： JADC の礎石。若月健一氏を悼む。

●  report： COVID-19 の対応

Japan Association for Day Care

cover photo : Makoto KATOH



https://www.facebook.com/daycare.jp/Japan Association for  Day Care

message

この難局を皆様とともに乗り越えて。
　暑さが去りやらぬ昨今ですが、いかがお過ごしでしょう
か。日頃より当会の活動にご理解・ご協力を賜り厚く御礼
申し上げます。初めに、令和 2 年 7 月豪雨では九州地方を
中心に、甚大な被害がございました。被災された皆様へお
見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復興を心から
お祈りいたします。
　さて、2020 年は COVIT-19 の猛威により、大変な情勢と
なっています。感染者数は一時期に比べると減少傾向では
ありますが、今なお首都圏を中心に感染者は発生しており、
お亡くなりになられた方も大勢います。心よりご冥福をお
祈りするとともに、ご遺族におかれましてはお悔やみ申し
上げます。この感染症は多数が軽症のまま寛解しますが、
急速に重度化する症例がしばしばみられています。このス
ピードに対処が追い付かず命を落としてしまう場合もあり、
それこそが最も脅威となる部分です。多くは接触感染や飛
沫感染が主とされていることから、これらの感染対策に日々
翻弄されていることと存じます。
　COVIT-19 は通所リハビリテーションを始めとする通所
系サービスにも甚大な影響を及ぼしました。感染予防の対
策に講じる経費の増加に加え、密を避けるための営業自粛
や規模縮小、さらには利用者の自主的な利用キャンセル等
が重なり、通所系サービスは存続の危機に面しているといっ
ても過言ではない状況が続いています。皆様におかれまし
ては、大変なご苦労の中営業を続けていらっしゃると思う
と、大変胸が痛くなる思いであると同時に、感染予防への
対策に厚く御礼申し上げます。COVIT-19 の終息はまだ先
が見えておりません。我慢の時期が続きますが、通所リハ
ビリテーションの存続のために当会としても努力を続けて
いく所存です。なお、通所リハビリテーションに関連する
COVIT-19 の情報を当会ホームページに掲載しているため、
ご閲覧いただけますと幸いです。
　また、当会の事業にも大きな影響がありました。今年
度開催を予定していた 「第 42 回 全国デイ・ケア研究大会
2020 in 倉敷」 の延期は前号でもお伝えした通りですが、そ
れに加えて今年度開講を予定していた 「在宅リハビリテー
ションエキスパート・ジェネラリストコース」 も次年度に
延期する運びとなりました。感染拡大防止に努めながらの
方法を模索し続けていたところではございますが、この決
定に何卒ご理解いただけますと幸いです。受講をご希望さ
れていた皆様におかれましては、心よりお詫び申し上げま
す。次年度の開講に向けて、十二分な準備を整えてまいり
ます。
　一方、新たな取り組みも検討しています。それは、主催
研修会のオンライン開催です。研修認定委員会を中心に検
討を続けているところですが、これまで実施してきた研修
会をオンラインにて開催する方向で進めています。遠方の
ため参加を断念されていた方も受講しやすくなるでしょう。
入門編研修から経営に関する研修、リハマネ研修等様々な
企画をご用意しておりますため、是非ともご参加をご検討
ください。
　末筆ではございますが、この難局を会員の皆様とともに
乗り越えたく、協会運営により一層努めてまいります。今
後とも皆様のご理解とご協力のほど、何卒よろしくお願い
申し上げます。

近藤 国嗣JADC 会長
東京湾岸リハビリテーション病院 院長

information

開 催 日 研 修 会  開 催 地 ・ 開 催 方 法

９月

①９日（水） ＋ 11 日（金）＊1 リハマネジメント研修会 Zoom によるオンライン開催

② 12 日（土）＊2 リハマネジメント研修会 Zoom によるオンライン開催

13 日（日） 状態・疾患別プログラム研修会 Zoom によるオンライン開催

26 日（土）〜 27 日（日） ＊3 生活行為向上リハビリテーション研修会 Zoom によるオンライン開催

10 月 24 日（土）〜 25 日（日） ＊4 生活行為向上リハビリテーション研修会 Zoom によるオンライン開催

11 月
14 日（土）〜 15 日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会 Zoom によるオンライン開催

未定 明日から使える！初めての通所リハ実践研修会 Zoom によるオンライン開催

1 月 未定 経営戦略セミナー Zoom によるオンライン開催

2 月 19（土）～ 20（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会 in 東京 未定

３月
19（金） 介護報酬改定セミナー 未定

20 日（土） 第 8 回デイ・ケアスキルアップセミナー（東京） 未定
＊１、＊２は、同一内容となります。＊3, ＊4定員満了のため申し込み終了しました。

JADC EVENT SCHEDULE

↑研修情報と申し込み

■ 在宅リハビリテーションエキスパート・ジェネラリストコース開講延期
　当会では今年度より、あらゆるケースに対しオールラウ
ンダーに対応可能な在宅リハビリテーションマスターを育
成し、生活期（在宅）リハビリテーションの質の向上に寄
与することを目的として 「在宅リハビリテーションエキス
パート・ジェネラリストコース」 を開講いたしたく準備を
進めてまいりました。しかし、COVIT-19 の感染拡大の情
勢を鑑み、皆様の健康と安全に配慮した結果、今年度の開

講を断念し、次年度に延期するという決定に至りました。
既に参加をご希望されていた皆様、参加をご検討されてい
た皆様、また講師の皆様におかれましては、このような決
定になりましたことを、心よりお詫び申し上げます。ご迷
惑をおかけいたしますが、事情をご賢察いただき、ご了承
くださいますようお願い申し上げます。

■ 新たな研修会のカタチ 。Web 研修会 への切り替え
　今年度は COVID-19 の影響により、既にご案内していた
研修が予定通り開催されず、会員の皆様には大変ご迷惑を
おかけしております。「新しい生活様式」が提唱される中で、
研修会のあり方について委員会で検討を重ねた結果、予定
していた研修会はすべて Web を活用した研修会に切り替え
ることにいたしました。
　また当会の研修は、参加者同士のディスカッションも重
要な機会と考え開催してきましたので、Web 研修において
も、このディスカッションの時間をできるだけ確保できる
よう計画しています。

　旅費が不要となり手軽に参加ができること、子育て中の
方でもご自宅から参加できるなど、Web 研修ならではのメ
リットがたくさんありますので、これまで二の足を踏まれ
ていた方も、この機会に研修会に参加してみませんか？
詳細は適宜ホームページに掲載してまいり
ます。
　この 「新たな研修様式」 での研修会に、
多くの方がご参加されることを心待ちにし
ております。

2 区分上位の報酬算定に対する説明書等のサ
ンプル、JADC Webにてダウンロード可能に

　厚生労働省通達（6/1）により、通所系サービスにおい
て２区分上位の報酬を算定することが可能となりました。
そこで当会では利用者様への説明書や同意書等のサンプ
ルを作成し JADC のホームページより利用者様への説明
書や同意書等のサンプルを作成しダウンロードをできる
ようにいたしました。本サンプルは全国老人福祉施設協
議会様にて作成されたモデルを参考に作成しています。
　当該通達は感染拡大防止に配慮しながら
のサービス提供の継続に向けた取り組みを
進めていく観点から発出された通達です。
　本サンプルが算定に対しての一助となり
ますことを切に願います。

↑ダウンロードURL

　令和 2 年 7 月 3 日から 9 日に
かけて、梅雨前線が停滞した影
響により、記録的な豪雨に見舞われました。犠牲になられ
た方々のご冥福をお祈りするとともに、被災されました方々
に心よりお見舞いを申し上げます。
　被災地の一刻も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

※被害状況の詳細は下記をご参照ください（内閣府 HP）。
http://www.bousai.go.jp/updates/#r2

令和 2 年 7 月豪雨に
被災された皆様へ



のお考えを強くお持ちでした。そのお考えは、全国規模の
フォーラムが各地で開催されたときに 「利用者家族を招い
て、声を聴こうじゃないか」 という先生のご発案から当時
斬新な企画を行っていらっしゃっていました。

　多くは医師の集まりの中で、お一人
福祉畑の若月先生が堂々とご発言され
ていたことは、多くの方々に、我々専門
職が地域の生活を守るために多職種の
協働が必要であることを示されました。

　この度誌面の作成には、ご子息であ
る若月伸一氏、JADC の元副会長であ
る井上崇氏にご協力いただき編集いた
しました。取材を通して改めて、若月

先生自身が一人の住民として、地域の暮らしを誰よりも考
え、そしてあるべき理想と理念を形にするためにご尽力さ
れてきた姿が何より感じることができました。そしてその
お姿が多くの方々に伝わり、力となり現在のデイケアや地
域ケアの礎となっていることを確信できました。若月先生
のご遺志を継いでいきたいと思います。
　若月先生、本当にありがとうございました。

https://www.facebook.com/daycare.jp/Japan Association for  Day Care

condolences

JADC の礎石 若月健一氏 ご逝去

　老健施設開設当初は、介護が国家資格化されていない時
代で、高齢者ケアとは何か暗中模索の状況である中、職員
と共にケアの専門性と地位向上に努めてきたリーダーであ
りました。全国老人保健施設協会理事に就任されてからは
朝から夜中まで原稿と睨み合う研鑽の
毎日で、自身の信念を形にするために
過ごされました。
　平成６年に現在の全国デイ・ケア協
会の前身である連絡協議会が発足しま
した。全老健初代会長であった矢内伸
夫先生、現 JADC 名誉会長である斉藤
正身先生をはじめとする発起人の一人
として若月先生も名前を連ねられまし
た。当時若月先生は全老健の役員も務
めていらっしゃったこともあり、全老
健との協力体制を組み、当協会が全国の団体として機能し
ていくうえで多大なお役割を果たされてきました。当時デ
イケアは、病院、診療所、老健施設と様々な形態で行われ
ていたため、現在の地域における中核サービスとしてのデ
イケアの礎を構築されたといえます。
　座右の銘を 「人心から学ぶ」 とし、当時より 「住民は…」
と言葉にされており、常に 「生活者の視点」 として、デイ
ケアを利用する人達の 「生活場面を見ることの大切さ」 と

若月先生のお考えは、JADC の理念そのもの

　1994 年 11 月、北九州の地で 「全国老人デイ・ケア連絡
協議会」 が設立されました。若月健一先生にお会いしたの
はその時が初めてだったと思います。私にとっては憧れの
佐久総合病院若月俊一先生のご子息
と聞き、初対面の瞬間とても緊張し
ました。
　しかしながら、懇親会の場で「おい、
飲めるんだろう？」 の一言は今でも
忘れられません。それからというも
の、良き兄貴として公私に渡り本当
に愉しくお付き合いいただきました。
私が会長になってからもいつも温か
く支えてくださいました。
　デイケアに対して、多目的多機能
であること、リハビリテーションだけを提供するサービス
ではないことを常日頃から発言されていました。そのお考
えは、今でも当協会の理念そのものです。ご紹介したい名
言（迷言）や逸話は山ほどありますが、機会を見て皆さん
にお伝えしたいですね。
　俊一先生と再会されて、どんなお話をされているのでしょ
うか？ どうか安らかにおやすみください。

JADC 名誉会長 斉藤 正身

　この写真（右下）は 2001 年 12 月 20 日ですから、全老健
の活動を仰せつかった頃のものと思われます。忘年会の二
次会でしょうか、リハビリテーションの川上・川下論を語
り合ったのかもしれません。思いは一緒でもかみ合わなかっ
たことが懐かしく思い出されます。
　当法人の 50 周年の会にはご出席くださり、お父様の映像
を編集されていましたので、記念講
演会では佐久総合病院の理念や歴史
を語っていただきました。
　若月さんの優しさと心配りは格別
でしたが、芯の強さ、筋を通す人で
もありました。何より人が好き、そ
してお酒が大好きでした。デイケア
の役員会でお会いし、小倉に帰る私
を誘っていただきながら時間をとら
なかったことを悔やんでいます。
　息子さんを小倉に留め置き、さぞ
かし寂しい日々だったのではないか
と申し訳なく思っています。２年前の全老健埼玉大会、何
かお話があるように感じながらも世間話で終わってしまい
ました。そして、それが最後でした。いただいたご恩義に
報いることなく会えなくなったこと残念でなりません。
　ご冥福を心から祈っております。若月さん、本当にあり
がとうございました。安らかにお休みください。

 JADC 顧問 浜村 明徳

若月先生を悼む

　悲しい知らせでした。いつも優しく励ましていただいた
若月健一先生。その早すぎる旅立ちに寂しい思いで一杯です。
先生との出会いは昭和 62 年、老人保健施設７モデルの協議
会設立時でした。我が国の老人医療が大きく変わろうとし

た時代、新たな施設としての老健施
設、そしてデイケア、訪問看護…、様々
な機能が展開されていきました。
　そうしたなか平成６年に全国老人
デイ・ケア連絡協議会が設立、北九
州市に発起人が集まり初代会長の矢
内伸夫先生とともに設立にご貢献い
ただきました。
　高齢化への対応が求められるなか、
そのお考えは一貫して“地域で元気
に…、その人らしく生きる”長野県

佐久における農村医療の 「魂」 そのものでした。
　東京出張の際はお酒をごちそうしていただき未熟な私を
いつも励ましていただきました。人情に厚く暖かく見守っ
ていただいたことに感謝しかありません。
　昨年最後にお会いした際の 「まあ頑張んなさいよ…」 の
お言葉がいまだ記憶に残っています。本当に有難うござい
ました。ご冥福を心よりお祈りいたします。

JADC 元理事 井上 崇

　若月健一先生のご訃報に接し、衷心よりお悔やみ申し上
げます。
　介護老人保健施設が誕生した昭和 60 年代初頭は、要介護
高齢者を処遇する場所は老人病院と特別養護老人ホームし
かなく、老人ケアは常に手探りであったことを覚えていま
す。

　ほどなく、国から病院と特養の機
能を併せ持った中間施設構想が打ち
出され、モデル事業を実施した７つ
の施設の内のひとつを任されたの
が、若月先生でした。
　当時、地域医療の先駆的存在で
あった、長野県の佐久総合病院に医
療ソーシャルワーカーとして勤めら
れていた若月先生は、７施設のモデ
ル時代 「在宅復帰とは」、「在宅生活
支援とは」、と常に模索されていた
そうです。老健施設の役割が 「在宅

生活支援」 と法律に明記されたのは、若月先生のご尽力の
賜物です。
　若月先生のご逝去は、本当に残念でなりません。若月先
生のご功績を偲び、心からご冥福をお祈り申し上げます

全国老人保健施設協会 東 憲太郎

昭和 16 年 9 月 10 日 東京で生まれる
昭和 20 年 3 月 長野県臼田に移住
昭和 43 年 3 月 日本社会事業大学付属日本社会事業学校研究科 卒業
昭和 43 年 4 月 JA 長野厚生連佐久総合病院に入職
平成 2 年 4 月 佐久総合病院老人保健施設科長
平成 3 年 4 月 長野県老人保健施設協議会設立 会長代行
平成 3 年 9 月 全国在宅介護支援センター協議会 委員
平成 6 年 4 月 佐久総合病院老人保健施設管理者（施設長）
平成 7 年 4 月 長野県サービス評価委員会老人保健施設部 会長
平成 7 年 4 月 長野県老人保健施設協議会 会長

平成 9 年 4 月 社団法人（現公益社団法人）全国老人保健施設協会 副会長
平成 9 年 4 月 全国老人デイ・ケア連絡協議会 副会長
平成 11 年 10 月 第 10 回全国老人保健施設長野大会 大会長
平成 12 年 6 月 社団法人（現公益社団法人）全国介護福祉士会 理事
平成 18 年 6 月 第 14 回全国老人デイ・ケア軽井沢研究大会 大会長
平成 19 年 3 月 JA 長野厚生連佐久総合病院 退会
平成 20 年 3 月 佐久総合病院映画部 農村医療の映像記録保存会 代表
令和元年 7 月 第 41 回 農協人文化賞 受賞
令和 2 年 5 月 5 日 逝去（満 78 歳）

「地域で元気に、その人らしく生きる」 こと

芯の強さ、筋を通すお人。格別の優しさ心配り。 老人ケアがまだ手探りの時代から今を築いた。
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COVID-19。 施設の対応緊急アンケート
 Report

克服か共存か。おさまる気配がない COVID-19 は、私たちの生活に様々な課題を投げかけてきています。デイケア施設に
おいてもそれは同じ。皆さんどのように対応なさっているのか規模、タイプが異なる施設に訊いてみました。

Q 1
① 140 名定員の大規模事業所であるため、食事、入浴、送

迎場面での密な環境ができやすい。また同一法人の病院
と 1,400㎡のリハセンターを共有で利用しているため、不
特定多数の方との接触の機会が多くなる。

②スタッフおよび登録者数は約 350 名の同居ご家族の健康状
態や感染者との接触、海外渡航歴、感染者多数発生地域
からの帰省、旅行、出張などの把握とサービス利用の対応。

Q 2
①リハセンターは通所利用者のみに利用を制限し、機器は

使用前に毎回ルビスタで拭き上げ。移動範囲もゾーニン
グ実施。食事は対面にならないようテーブルの配置を変
更し、テーブルにアクリル板設置。食事以外は利用者も
全員マスク着用お願いする。換気は 1 時間おきに 10 分間

実施。入浴は週 3 回を週 2 回に制限し、可能な利用者は
自宅での入浴方法を再指導。脱衣所は間隔をあける。介
護者もマスク、ゴーグル着用。送迎は、利用者による健
康チェック、検温に加え、乗車前、施設到着時と 3 回実
施、送迎車両は 1 便ごとに拭き上げ実施。外部講師のカ
ルチャーは中止（6 月まで）。

②利用者・家族にこまめに文書を配布し、施設の対応状況
の報告に加え、同居家族の状況についてご連絡をしてい
ただく項目をあげ、感染リスクが極めて高い方との接触
がある場合は、一定期間利用の制限をお願いする。スタッ
フの勤務制限はより厳しい条件で実施。

Q 3
　　第 2 波への備えと、現状の制限を徐々に解除していく

プロセスと基準を検討中。

Q 1 
　　朝の検温では平熱であったが、長時間滞在の中で発熱

した方への対応。もともと医療度も高く、病状不安定な
方も多く利用されているため、利用中に発熱症状がみら
れることもあり、発熱の原因として新型コロナウイルス
も疑われ、判断に困った。

Q 2 
　　発熱が発覚した時点で他の利用者から距離がとれる

ベッドに誘導。移乗や経過観察するスタッフは１名と決
め、通常のマスク着用に加え、ガウン、手袋を着用。基
本的にはご家族のお迎えにて早退していただいた。しか
し、発熱の原因をはっきりさせるための受診をおすすめ
するが、かかりつけ医を含め発熱している状況では受診
をお断りされることも多く、最寄りの保健所、新型コロ
ナウイルス県民サポートセンターに連絡をとり、病状を

説明。一般の医療機関での受診について指示をいただき、
その上で受診につなげた。

　　利用中の発熱者への対応として他の利用者から距離が
とれるベッドへの誘導は継続。　その場合、ゾーニング
の意味も含め部屋の入口に赤い札を掛け、早急なスタッ
フへの周知とした。

Q 3 
　当事業所は大規模事業所であり、事業所内スタッフ間
でタイムリーに情報共有することで感染予防につながる
と考え、インカムの使用を施行中。情報共有により感染
予防だけでなく、ケアマネジャーや他事業所への連絡を
より迅速に行えると考える。

		  Q1. 感染予防対策で最も困ったことを教えてください。
		  Q2. Q1 についての対応について教えてください。
		  Q2. 今後検討している新たな取り組みがあれば教えてください。

Q 1 
①他利用者との距離が取れず、近づきすぎてしまう。その

ことで認知症高齢者以外の利用者が不安になることが予
測された。

②マスクを着用されない。マスクを正しくつけられない。
マスクの管理ができない。

③換気の必要性が伝わらず、感情的になる利用者がいる。

④職員がマスクを着けていることで、利用者には表情が見
えず、声も聞こえにくく、ケア時の誘導が伝わりにくい。

⑤認知症高齢者はもともと体調の自己管理ができず、職員
の細やかな観察で体調変化を把握するよう心がけている
が、マスクにより表情が見えず、体調悪化の発見が遅れ
る不安がある。

Q 2
①認知症利用者は１ユニットで対応し、他の利用者との接

触を減らした。テーブルやソファーの位置などの環境を
工夫することで、利用者間の距離を保った。

②マスク着用について、利用者へ何度も同じような促しを
することで、苛立ちを示す方もおられたが、マスクの正

Q 1
　スマイル永生は１時間以上２時間未満の短時間クラス

（４クラス / 日）と３時間以上４時間未満の半日クラス（２
クラス / 日）を併せ持つ診療所併設の通所リハである。
　当施設の感染予防対策は診療所の予防対策と密接に関
わっており、主に以下の３点が困ったこととして挙げら
れる。

①全外来患者様の検温および手指消毒などの対応に人員を
あてたこと。

②同時期にコロナで通所をお休みされた利用者に訪問で
サービス提供を行っていたこと。

③既存利用者に対しても通所前の検温や手指消毒、検温時
の利用者との距離間や検温の精度、微熱があった場合の
判断、利用時間中もプログラム実施毎の物品消毒を実施
したこと。

　　これらのことにより、利用者と職員のコミュニケーショ
ン量が減り、結果サービスの質が低下していたことへの
懸念が考えられる。目に見えないものではあったがコロ
ナストレスも甚大であった。

　　当然ではありますが、ご利用の差し控えも目立ち、2020
年１月比で４月、５月ともに３割程度の利用減であった。

Q 2
①外来患者の検温対応などは当初複数名での対応を行って

いた。そこで対応すべきチェックリストを作成し、チェッ
ク項目をクリアした職員は１名対応を可とすることによ
り、最小人数で感染予防再作画が可能な形を作った。

②通所の訪問への置き換えは４月に比べ５月に希望者が増
加した。そのため職員の移動を通所の送迎運転手が行う
ことで、移動時間の短縮を図った。

③通所前の検温は、冬は非接触型体温計が作動しなかった
ため、腋窩測定式にて実施。利用者に事前に測定してお
いてもらい、体温計を目視することで発熱がないことを
確認もした。また、37.5℃前後の発熱が続いている利用者
に対しては主治医と連携をとり、通所の可否についての
基準を指示してもらった。

　プログラム毎の物品消毒については時間割で対応職員を
割り振ることで、職員個々がまとまった時間を確保でき
るよう配慮し、利用者へのサービス提供が行えるように
した。

Q 3
　　第 2 波に備え、送迎車のシートを防水シートに張り替

えることで、車内消毒を容易にするよう検討している。
また、再開利用者が増え、施設内が密な状態になること
が想定されているため、アクリルボードを利用者間に設
置し飛沫感染予防を行う。

　　さらに、良好な換気状態を確保するため CO2 濃度測定
器を導入し換気への工夫を検討している。また、換気に伴
い夏場は熱中症も懸念し、冷風機の導入も併せて検討する。

しいつけ方や人と人との距離など、ポスターの掲示を行
い、イラストで伝わるように工夫することで、理解のし
やすさにつながった。

③換気については利用者のスケジュールと換気時間を合わ
せて管理し、換気時間に入浴やレクリエーションなどで
利用者が空間を離れるようなスケジュール調整を行った。

④コミュニケーションでは普段より視線を合わせ、ジェス
チャーなどを大きく行うなど工夫して、対応している。
また筆談・補聴器・集音機などの利用により、伝わりや
すい工夫を個別に対応したことで誘導等が改善し、心地
よくケアに応じていただけている。

⑤検温・体調チェックの頻度を増やし、体調把握に努めて
いる。

Q 3
　　認知症高齢者の利用者特性として、在宅支援において

はレスパイト目的を踏まえている方が多く、利用自粛を
案内したい際には、ご家族から自宅での対応が難しいと
のご相談をいただいた。今後、第 2 波に向けて、在宅支
援として様々なサービスの選択肢を持ち得ていることが重
要で、外出できない事態が生じた際には必要なサービスが
提案していけるよう、CM と密に情報共有していきたい。

みんなどーしてる？

スマイル永生（医療法人社団 永生会） の場合

短時間のサービス提供に注目して

介護老人保健施設 清雅苑 （社会医療法人 寿量会）の場合

大規模な事業所運営に注目して

介護老人保健施設 鴻池荘（医療法人 鴻池会） の場合

認知症の利用者対応に注目して

通所リハビリテーションデイリビング （医療法人 真正会）の場合

重度者の利用者対応に注目して
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会 員 特 典

　　
　　◎◎ 当会主催研修会、研究大会を会員価格にて参加可能
　　　・全国デイ・ケア研究大会、リハビリテーション・ケア合同研究大会　・主催研修会
　　　※オンライン開催の研修会も多数企画していきます

　　◎◎ 「デイケアニュース」 の定期発送
　　　・年２～３回発行しております。
　　　　各種研修会情報、協会の活動報告、トピックス、会員施設紹介などご提供しています。

　　◎◎ 制度関連や現場で困っていること等の問い合わせが可能
　　　・原則、会員様のみご対応させていただいています。

　　◎◎ 会員ページの閲覧が可能
　　　・各種資料のダウンロード、研究大会抄録集、当会実施アンケート結果などの閲覧が可能です。
　　　　今後さらなるリニューアルを検討しています。

　　◎◎ 会員への定期的なメール配信
　　　・研修会案内
　　　・制度関連情報　等

　　　※正会員（事業所）の職員は全員上記特典の対象となります。

　当会の前身である、全国老人デイ・ケア連絡協議会は 1994（平成 6）年、老健のデイケアや病院・診療所のデイケ
ア等、全国様々あるデイケアを提供する施設の有志が集まり、情報の共有化・職員の研修・研鑽の機会提供等を目的
として開設、20 年にわたり活動を続けてまいりました。
　現在当会は介護報酬改定における通所リハビリテーションの窓口を担い、報酬改定時においてはリハビリテーショ
ンマネジメントと通所リハビリテーションの意義を問い、加算として位置づけ、質に関わる根幹を表現してまいりま
した。
　また、重度者に対してもより手厚いケアが提供できるサービスとして、地域でのリハビリテーション資源として重
要であることを明確にしてまいりました。生活行為向上リハビリテーションの普及については特に、厚生労働省およ
び各種団体との連携役とし、研修や企画に参画し現在に至ります。
　これも一重に、会員施設の皆様から頂いた多くのご意見や、ご協力の賜物でございます。
　ついては、今後一層地域でのデイ・ケアの役割を全うするために、協会としてより多くの 「声」 を賜りたく、皆様
のお力をお貸しください。
　より一層、通所リハビリテーションが地域に必要とされ地域生活の中核を担うサービスとなるために、今後と
も皆様のご協力をお願い申し上げます。
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編集後記

　今回若月先生の追悼に関しては、私も初めてお会いした時 「若いんだからがんばんなさいよ」 と満面の笑みでご挨拶を
頂いたことが忘れられません。現在COVID-19 による国難が継続している状況は変わりません。しかし近藤会長の話を含
め協会の会員の方々、この国難の中でも工夫してサービスを継続していることなどが発信されております。感染症への答
えは１つだけではないし、正しくないこともあるかもしれませんが、若月先生から『とにかくがんばんなさいよ』と背中
を押してもらっているように感じます。ぜひともご一読下さい。ちなみに当事業所ではガラス越しではありますが感染対
策を徹底しつつ細々と面会を行っており、利用者、家族の素敵な表情を見て励まされています。
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多良 淳二（JADC 理事）
介護老人保健施設イマジン リハビリ科 係長


